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明日から１０月です！ ～後期のスタートによせて～ 
観測史上最高といわれた今年の夏も少しずつ秋へと向かい始め、朝夕は涼しさを感じるようになっ

てきました。ここ数年は、人間同様、蚊も秋の訪れを口を長くして待っているような気がします。🦟 

さて、４月からの半年間、子どもたちは多くの経験を通して、心身ともにたくましく成長してきました。

新しい環境に慣れ、友人との関係を築き、学習や学校行事に真剣に取り組む姿が数多く見られました。 

後期は、学年のまとめや進路選択など、次のステージに向けた準備期間でもあります。ご家庭でも、

日々の会話の中でお子様の頑張りに目を向け、思いに耳を傾けていただければ幸いです。今後とも、

学校と家庭が連携しながら、子ども一人一人の成長を支えていきたいと考えております。 

後期も、どうぞよろしくお願いいたします。 

以下、学年ごとに、前期の所見と後期に向けての「メッセージ」を記載します。 
 

４月に緊張の面持ちで入学した１年生も、半年を経てすっかり中学生らしくなりました。授業、学校行

事、友人関係…初めてのことばかりの中で、戸惑いながらも一歩ずつ確実に成長してきました。この半

年で得た経験は、これからの中学校生活の大きな土台となります。後期は、学びの深まりとともに、自

分の考えをもち、行動に移す力を育む時期です。自分の成長を信じて、前向きな一歩を踏み出してほ

しいと思います。 

「中学校生活の土台ができた半年。ここからが本当のスタートです！」 
 

２年生は、学校の中堅学年として、行事や日常生活の中でリーダーシップを発揮する場面が増えて

きました。時には悩み、迷いながらも、仲間とともに乗り越えてきた経験が、子どもたちを大きく成長さ

せています。後期は、自分の進路や将来について考え始める時期でもあります。自分の得意分野や課

題に向き合いながら、周囲との関わりを大切にし、より高い目標に向かって挑戦してほしいと思います。 

「中学校生活のターニングポイント。自分を見つめ、仲間とともに高め合う後期へ！」 
 

３年生にとっては、中学校生活の集大成となる半年の始まりです。進路選択という大きな節目を前

に、不安や焦りを感じることもあるでしょう。しかし、これまで積み重ねてきた努力と経験は、必ず今後

の力になります。今の一日一日が、未来をつくる大切な時間です。自分の目標に向かって、粘り強く、

誠実に取り組む姿勢を大切に、仲間と支え合いながら、卒業まで自分らしく歩んでほしいと思います。 

「未来への準備期間。今の努力が、君の可能性を広げます！」 

【お知らせ】来週１０月６日(月)から、「制服登校」に戻します。準備方よろしくお願いいたします m(_ _)m 

校長室より 

明日から後期が始まります。１年の折り返し地点（※２年生は中学校生活の折り返し地点でもあります）に立つ今、これまで

の自分の成長を振り返り、次の目標に向かって進む大切な時期です。 

学校生活には、楽しいことばかりでなく、時に悩みや葛藤もあります。しかし、それらを乗り越える過程こそが、

人としての力を育むとても大切な時間であり貴重な財産となります。 

「未来は、今、何をするかで決まる」（誰の言葉か覚えていますか？） 

後期も、自分の可能性を信じ、仲間とともに学び合い、成長していく皆さんを全力で応援します！ (^^)v 


